ノッティンガム
あなたはノッティンガム伯爵の部下です。期限までに税金を集めなければなりません。一番集めたものが代官になれます。
○概要　　カードを集め、役を作ってポイントに変え最後に一番多かったものが勝者です。 　
　　　●役とは? －通常は同じカード3枚以上（4枚でも5枚でも可　ただし点は変わらない）　　 　　
　　　　　　　　　　－目的カードに書いてあるもの　7種1枚ずつ、5カード、４ペア、３ペア　　　　　
　　　　　　　（一つの目的は一人一回まで完成でき全て先着２人までが点にできます。）
　　　　　　　　　　
○準備　　手札は3枚です。山札と罠札を置き各自、自分のコマを選びます。ゲーム中の行動は全て時計周りです。
○手順　
Ⅰ開く　
　　　　　プレイヤーは山から1枚開きます。（引くではない　皆に見せよう）
Ⅱ行動　　　　
　　　　　開いたカードを手札にする。ｏｒカードのアクションを行う　 のどちらかを選ぶ。
　　　●アクション内容
　　　　　アクションを行うと開いたカードと相手のカードをむりやり交換できます。
　　
　　　　　　７銅　　　　－皆が銅以外のカードを裏向きに１枚提示（なかったら手札公開）全員出たらオープンし１枚選ぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　アクションを行ってから途中でやめれる（カードを見てｲﾗﾈｰと…）
　　　　　　８銀　　　　－誰か１人からランダムに１枚交換
　　　　　　９金　　　　－他人の役完成を妨害する罠カードを引ける（上から２枚引きいらないのを１枚底に戻す）
　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは下記の妨害についての項を参照
　　　　　１０真珠　　　－１人の手札を見て１枚交換
　　　　　１１宝石　　　－１人の手札を全員に公開させて１枚交換
　　　　　１２ネックレス－即、手札に入れいつでも使える　８，１０，１１をされそうになったらアクションのカードと交換し
　　　　　　　　　　　　　　相手のアクションを拒否できる。（おとなしく金のカードでもらっとけよと…）　　
　　　　　１３宝石　　　－皆が宝石以外のカードを表向きに１、２枚提示（なかったら手札公開）　全員出たらそこから１(２)枚選ぶ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７と似ているが１３の宝石は価値が高い。欲しがるかも）
　　　●妨害って何？
　　　　　同じカード3枚以上の通常の役は妨害されると１枚役からカードを抜かなければなりません。　　　
　　　　　９金のカード能力は罠です。アクション発動すると罠カードを引けます。
　　　　　上から２枚引きいらないのを１枚底に戻し、使う罠カードを裏向きにして９カードとともに手元に置きます。
　　　　　罠は２種類－特定の人の役完成を妨害
　　　　　　　　　　　　－特定のカードの役完成を妨害
　　　　　誰かが役完成だと出してきたら罠をオープンして妨害してやって下さい。９のカードを相手の手札へ
　　　　　役１枚を自分の手札へ入れます。罠カードは山の底へ戻します。
　＊注意
　　　　　－妨害できるのは通常の役のみです。目的カード役には指一本触れられません。　　　　　  　　
　　　　　－罠は１回の手番で１種類につき１個、計２個出せます。発動は早く宣言した人から
　　　　　　　（どうしても妨害したくて、俺が人に対する罠出すから誰かカードに対する罠出してくれってのもありです。）　　
　　　　　－妨害は最大２枚減らすので役が５枚だと妨害を完全無効です。（だから役は３枚以上なんです。）
Ⅲ役をポイントに
　　　　　－役ができていたら１個、場に出せる。カード1枚の数字が得点になる。1枚分かるように手元に置いておきます。
　　　　　－目的カードの役が完成できたら目的カードをもらえます。１人目の完成なら高い方の点のカードをもらい、
　　　　　　　２人目が完成したら２人とも低い点になります。（２人目が出た時点で１人目の人は点を低くするので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カードをひっくり返して下さい。裏に低い方の点、表に高い点が書いてあります。）
　＊注意　　
　　　　　妨害を受けて役が３枚未満になり失敗したら即、次の人に移ります。あとからカード付け足すのは無しです。
　　　
Ⅳラウンドを進める　　　 
役が完成できたらラウンドを示す黒のコマを一つ進める。コマの下の数字と同じかそれより手札が
少ない人は１枚山から引ける。プレイヤーから順に引く。（引いたカードは見せなくてよい）　　　
手番は次の人に。役が完成しなかったら何もせず次の人に移る。
○ゲームの終了
　　　　 ラウンドを示す黒のコマがラウンド表のゴールに着いたらゲーム終了です。ポイント合計があなたの点です。
　　　　 当然一番多い人が勝者です。妬みましょう。　　　　
